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（平成17年度～平成21年度）

	中期目標
	
	
	

	１ 教育研究に関する目標
（１）教育内容等に関する目標
（２）研究水準等に関する目標
（３）教育研究の実施体制に関する目標
（４）学生への支援に関する目標
２ 社会貢献等に関する目標
（１）社会との連携に関する目標
（２）国際交流に関する目標

	１　教育研究に関する目標を達成するための措置
（１）教育内容等に関する目標を達成するための措置
・ＡＯ入試【Ｈ18～】、10月入学（博士後期課程）など多様な入試制度の実施
・TOEIC等の外部試験結果の導入【Ｈ20～】
・文部科学省教育補助金等の活用
　・副専攻課程「堺・南大阪地域学」【Ｈ18～】、「環境学」【H22】の開講
　・長期履修制度の導入【H20～】 ・なんば、森ノ宮【H19～】及び中之島【H20～】サテライトの活用
・ＧＰＡ制度の導入【Ｈ17～】　・飛び入学資格の付与
　・早期卒業制度の導入【H20～】
・学部・学科再編を含む教育研究組織の改革や学生収容定員の見直しの推進【Ｈ22】
（２）研究水準等に関する目標を達成するための措置
　・各教員の学術論文発表、学会発表等の水準の維持・向上と件数増加への取組み
・学術研究で顕著な業績等のあった研究者への学長顕彰の実施
・科学研究費補助金の獲得
・先端科学分野（ＩＴ、ナノ、バイオ、環境）における高度な研究の推進【Ｈ17～】
・21世紀科学研究機構における学際的・分野横断型研究や社会ニーズに対応したトップダウン型研究の推進【Ｈ21～】
・学内提案公募型産学官共同プロジェクトの推進【H17～】
　・外部資金獲得のインセンティブ保持方策【Ｈ17～】
　・エクステンションセンターの設置【Ｈ17～】、公開講座の実施　・共同研究等の推進
（３）教育研究の実施体制に関する目標を達成するための措置
　・全ての学部の上に大学院設置が完了
　・総合教育研究機構、学術情報センター、産学官連携機構の設置【Ｈ17～】・知的財産ブリッジセンターの充実
・21世紀科学研究機構の設置【Ｈ21～】
・博士後期課程学生への特別研究奨励金支給事業の実施【Ｈ21～】
・授業アンケート、相互授業参観制度、ＦＤセミナー・ワークショップの実施
（４）学生への支援に関する目標を達成するための措置
・学生総合相談室の設置【Ｈ18～】、「ＷＥＢ学生サービスセンター」の設置【Ｈ19～】
　・就職支援（合同会社説明会、保護者向けガイダンス等の実施）の充実
・チューター制度の拡充や宿舎の提供【Ｈ21～】などによる留学生受け入れ体制の充実
・健康管理センターの設置【Ｈ21～】
２ 社会貢献等に関する目標を達成するための措置
（１）社会との連携に関する目標を達成するための措置
　・エクステンションセンターによる多様な公開講座の実施
　・高大連携講座の実施
　・民間企業等の技術相談の実施
　・共同研究・受託研究の推進
　・特許出願、特許取得件数累計の増加
　・大学発ベンチャー創出
・連携事業の充実・推進（大阪府、堺市など）
・国・地方公共団体等の各種審議会委員等への就任
（２）国際交流に関する目標を達成するための措置
　・学術交流協定の推進
・語学研修の実施（フランス、ニュージーランド、アメリカなど）

	
【主な優れた点】　
（基準５ 教育内容及び方法（P30））
●国の補助金等の採択を受け、教育等の充実を図っている。
　・「大学初年次数学教育の再構築」では、統一教科書の作成、質問受付室等初年次数学教育の充実を図っている。
　・「地域学による地域活性化と高度人材養成」の実績を基礎に、全学の学生を対象に副専攻「堺・南大阪地域学」を展開している。
・「地域・産業牽引型人材育成プログラム」の下で、産学協同高度人材育成センターを設置し、基礎研究能力と産業応用志向を高いレベルで調和させた研究者の育成に取組んでいる。
（基準６ 教育の成果（P34））
●看護師、社会福祉士、理学療法士、管理栄養士等の国家試験の合格率が高い。
●大学院生の学会発表及び論文掲載の件数が高い数値を維持しており、特に、理系研究科の学生の研究成果は国内外で学会賞を受け高く評価されている。
【主な改善を要する点】
（基準４ 学生の受入（P22））
●博士前期課程の一部の研究科及び博士後期課程の多くの研究科においては、入学定員超過率が高い、又は入学定員充足率が低い。　
⇒平成22年度改善済み

【主な優れた点】（P23）
●高度研究型大学として、全学的な研究水準の向上、公立大学としての意義を踏まえた特色ある研究の推進、産学官連携等による研究成果の社会への還元」という主旨を(基本理念の)前文に掲げ、研究に関わる具体的な目標及び計画を策定し、それを達成している。
●H18 年度以降は学術論文数、学会発表件数とも大幅に増加しており、共同研究及び受託研究の件数は年々増加し、法人化前のH16 年度と比較して、H20 年度はそれぞれ189％及び158％と大幅な増加となっている。また、科学研究費補助金の申請及び特許出願の件数も、ここ数年、漸増している。
●バイオ研究の蓄積を活かした研究交流拠点の先端バイオ棟、理学系教育研究推進のためのサイエンス棟を整備するなど、施設の充実に努めている。
●学長裁量経費及び部局長裁量経費を戦略的・重点的配分経費として措置するとともに、大規模研究プロジェクトに参画している教員を定年後も研究を継続できる特命教授制度を導入している。

【主な優れた点】
（基準３ 教員及び教育支援者（P18））
●「地域の大学からナノ科学・材料人材育成拠点」では、テニュア・トラック制導入により国際公募で採用された若手研究者を配置。研究環境の整備・充実を推進している。
（基準７ 学生支援等（P38））
●博士課程の学生を対象とした特別研究奨励金を制度化し、経済的な支援策の充実を図っている。

【主な優れた点】
（基準５ 教育内容及び方法 （P30））
●「大学初年次数学教育の再構築」では、統一教科書の作成、質問受付室等初年次数学教育の充実を図っている。（再掲）　
（基準７ 学生支援等 （P38））
●「ＷＥＢ学生サービスセンター構想」に基づき、相談機能が充実している。
●「実践力のある地域人材の輩出」において、大学連携キャリアセンターを核として、就職支援に向けた取組を実施している。

【主な優れた点】（P23）
●高度研究型大学として、全学的な研究水準の向上、公立大学としての意義を踏まえた特色ある研究の推進、産学官連携等による研究成果の社会への還元」という主旨を(基本理念の)前文に掲げ、研究に関わる具体的な目標及び計画を策定し、それを達成している。（再掲）
●H18 年度以降は学術論文数、学会発表件数とも大幅に増加しており、共同研究及び受託研究の件数は年々増加し、法人化前のH16 年度と比較して、H20 年度はそれぞれ189％及び158％と大幅な増加となっている。また、科学研究費補助金の申請及び特許出願の件数も、ここ数年、漸増している。（再掲）
●産学官連携機構を設置して、共同研究を推進し、研究成果の社会への還元に努めている。

【主な優れた点】
（基準３ 教員及び教育支援者（P18））
●「地域の大学からナノ科学・材料人材育成拠点」では、テニュア・トラック制導入により国際公募で採用された若手研究者を配置。研究環境の整備・充実を推進している。（再掲）
（基準５ 教育内容及び方法 （P30））
●「ヘテロ・リレーションによる理学系人材育成」では研究教育空間に国際・地域といったヘテロな空間を混在させ、専門力に人間力を上積みした理系人材の育成に取り組んでいる。
	○教育、研究、社会貢献のいずれの分野においても、積極的な行動と新しい挑戦が見られる。（Ｈ17年度）
○ 外部研究資金の獲得による研究の活性化だけでなく、転学部・転学科制度や長期履修制度についても計画以上の進捗を果たす等、学生支援、教育研究水準の向上につながる多面的な取組みが展開（Ｈ18年度）
○ AO入試や学部3年で卒業を認める制度の実施などは、どの大学でもテーマとして挙がっているものの取組みが容易に進んでいない中で、本法人では真摯に課題を受け止め、AO入試など取組みが進んでいる。（Ｈ19年度）
○競争的環境を醸成するため、学内公募制度や学長裁量経費の活用等により、教育研究分野の活性化が図られている。（Ｈ17年度）
○理事長のリーダーシップのもと、学長裁量経費等を活用しながら、大学教育改革の推進、学部教育・大学院教育の一層の充実が図られている。
　（Ｈ17年度）
○ 19年度に開設された総合リハビリテーション学研究科は、高齢化が進む中で社会的ニーズが高く、入学希望者も多い。このようなニーズに積極的に対応し、平成21年4月に博士後期課程の設置に向けて準備していることは評価できる。
（Ｈ19年度）
○ 各種調査においても、高い就職率が明らかになっており、企業から見て安定した高い評価を受けていることは、大いに評価できる。
　（Ｈ21年度）
○教育、研究、社会貢献のいずれの分野においても、積極的な行動と新しい挑戦が見られる。（再掲）
（Ｈ17年度）
○ 経済学研究科と看護学研究科の大学院生のほとんどが社会人であり、府立大学が研究者養成だけでなく地域貢献していることを改めて確認できた。（Ｈ20年度）



資料７





○大学機関別認証評価において、「大学評価基準を満たしている」との評価。


　特に関連する基準　・基準４「学生の受入」（※評価報告書P19）


・基準５「教育内容及び方法」（P23）　・基準６「教育の成果」（P31）





○選択的評価事項A「研究活動の状況」において、「目的の達成状況が良好」（４段階評価の上から２番目）との評価。


　観点　・研究の体制整備とその機能（P8）・研究活動の施策とその実施（P9）


・研究活動の検証と改善の取組（P10）・研究活動の活発さ（P11）


・研究の質（P16）　・研究成果の活用と評価（P20）





○大学機関別認証評価において、「大学評価基準を満たしている」との評価。


　特に関連する基準　・基準２「教育研究組織（実施体制）」（P10）　・基準３「教員及び教育支援者」（P14）


・基準７「学生支援等」（P35）・基準９「教育の質の向上及び改善のためのシステム」（P42）





○大学機関別認証評価において、「大学評価基準を満たしている」との評価。


　特に関連する基準　基準５「教育内容及び方法」（P23）　・基準７「学生支援等」（P35）





○選択的評価事項A「研究活動の状況」において、「目的の達成状況が良好」（４段階評価の上から２番目）との評価。


　特に関連する観点　・研究活動の活発さ（P11）　・研究成果の活用と評価（P20）





○大学機関別認証評価において、「大学評価基準を満たしている」との評価。また、選択的評価事項A「研究活動の状況」において、「目的の達成状況が良好」（４段階評価の上から２番目）との評価。


　特に関連する基準　・基準５「教育内容及び方法」（P23）　特に関連する観点　・研究活動の活発さ（P11）
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